職種：地域活性化支援　　職務：地域活性化支援
【概要】

信用金庫の営業店の地域活性化活動を支援し、また、金庫全体での地域活性化活動の運営・管理・統括を行う仕事。

【仕事の内容】

地域活性化活動は、地域の協同組織金融機関である信用金庫の社会的使命である。またそれは、営業店の努力のみならず金庫全体として、それらを組織的に計画し、推進し、支援し、管理していくことが重要である。本職務は、本部組織に所属し、こうした役割を中心的に担う。

主な仕事内容は、金庫方針に基づいて営業店の所管地域の経済や文化活動、各自治体の地域活性化施策、地域特性、業種別の企業動向、関係人脈等の情報収集を営業店と協力して行うとともに、地域活性化活動の計画の策定を支援し、その実行推進、管理を行うことである。

地域活性化支援活動は、地域の産業振興のための支援、地域のコア人材育成のための支援、地域の調査研究活動の活性化のための支援等極めて幅広い。

このような活動を、単に本部で企画立案するだけでなく、営業店や関係自治体、商工団体などのステークホルダー（利害関係者）と一体となって側面的に実行推進する。
その役割を果たすためには、地域のファシリテーター（調整・促進役）として、ステークホールダーを巻き込み、各種主張・利害を調整し、地域として一体的活動にまとめ上げ、牽引していくことが求められる。

【求められる経験・能力】

（1） 地域の経済、文化、歴史、地域特性、自治体財政及び政策、企業動向、企業財務等に関する的確な分析力や知識が求められる。

（2） 全国の地域活性化策や他金庫の地域貢献活動に関する情報が求められる。

（3） 関係者と率直かつ良好なコミュニケーションがとれ、妥協点を調整できるファシリテーション能力が特に大切である。

（4） 国や自治体の政策と方向性を知悉し、各地域へとるべき対応を企画し提案したり、その影響を分かりやすく説明したりできる能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

· 中小企業診断士〔中小企業支援法〕

· 各地の地域検定　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　２５３　企画・調査事務員

０３１　会社の管理職員
